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サージなどの研究をやって
いた藤高周平教授の下で研
究をすることになった。
2.2　 東京大学生産技術

研究所での研究・
教育

　当時はいわゆる弱電と強
電では明確に研究の志向が
違っていた。その中で，そ
れまでの専門であった「パ
ルス回路」をバックグラウ
ンドとして「高電圧の計測」の研究へ，また電話の交換機
のトラフィックの研究の背景をなす「統計」を武器として
「統計的絶縁協調」の研究に進んで行った。
　1960 年代半ばに，カナダのオタワにあるNRC（National 
Research Council）の研究所で 1年 2か月，その後アメリカ
のカリフォルニア大バークレー校の客員助教授として10 か
月，計 2年を海外で過ごした。NRCでは，急峻

しゅん

な高電圧
インパルスの計測の，世界最新の技術を学んだ。カリフォ
ルニア大学バークレー校では，核融合プラズマの研究をし
た。海外留学の前から放電現象やプラズマに興味を持って
いたが，放電現象のデータをとってそれを解析しただけで
は，それからの時代には通用しないと考え，バークレーで
はプラズマ物性を基礎から勉強した。それが後々役立った
と感じておられる。
　当時すでに，電力工学は完成度の高い分野で，電子工学
と比較して今後数十年存続できるのかと非常に危惧し，そ
れを何とかして活性化しなければいけないという危機感を
持った。留学して，アメリカ，カナダでも電力工学分野は
研究者が減少しているのを感じ，さらに危機感を深めた。
日本でも，50 万 V送電や 100 万 V送電という大きいテー
マをアピールしても，興味を持って入ってくる学生は電子
工学科に比べると少なかった。一方で，高度成長期の最中
の電力産業界は研究が非常に活発で，産業界で必要とされ
る研究という意味ではその需要は大きく，共同研究の機会
は非常に多かった。産業界では大型設備を使えるが，大学
ではそのような設備を使う研究は適切ではないことがあ
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2．聞き取りの概要

2.1　生い立ちから研究，教育の道へ
　河村氏は本郷で三代以上続いた家に生を受けた江戸っ子
である。父君は日本興業銀行に勤務する銀行マンで，同氏
が学者ではなく実業につくことを望んでいたとのことであ
る。府立五中，現在の小石川高校では，戦時中にもかかわ
らず，初代校長以来の同校の教育方針である「自由主義」
の自由な雰囲気の中で育った。
　終戦直後に父君が逝去され，苦しい時期を過ごされたが
東京大学に入学。大学では工学部電気工学科の電気と通信
の内，通信分野を専攻。大学院は少し変わった環境を求
め，自宅に近い本郷でなく，当時西千葉にあった生産技術
研究所を選び，森脇義雄教授の下で通信の中でも電子工学
寄りの分野，すなわち修士課程ではマイクロウェーブの表
面波伝送線路や表面波を使ったアンテナを研究，博士課程
では電子回路のスイッチング回路関係の研究を行い，1959
年に修了。修了直前，「修了後は電力を研究しろ」との指
示があり，それまでとはまったく異なる電力分野で，雷や
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る。そこで基礎研究あるいはコンピュータ解析による統計
処理などで，大学としての強みを発揮した研究をする道が
あると考え，実践した。生産技術研究所の研究の基本的方
針としても，基礎から応用ということが当時あり，大学院
生もその中で研究者として扱われ，育って行った。
　送変電機器の高電圧化に伴い，高電圧試験における分圧
器など測定系自体も大型になってインパルス高電圧の計測
が難しくなった。この問題に関しては，インパルス高電圧
測定システムの校正法を扱ったカナダNRC時代の論文が
IEEE の論文賞を受賞し，それがもとになって高電圧試験
法の当時の IEC 規格 Publication 60，および JEC 規格が
まとめられた。これは基礎研究が実用に結びついた良い例
である。高電圧計測への光応用も最初に手がけた。これは
光ファイバを使い，高電位点の電圧電流を接地側に伝送し
て測る方法で，今ではどこでも使われている日本発の技術
になっている。この技術を適用して開発した高性能分圧器
は，当時世界最高の性能を誇った。
2.3　産業界との協力
（１）冬季雷研究など
　北陸地方の雷に関しては，元名大空電研の故竹内利雄氏
による，冬の雷に非常に特異性があるという 1970 年代の
論文が世界的に有名である。東大退官後に，北陸電力が設
立した日本海沿岸雷研究委員会という組織の委員長を務
め，冬季雷に関する国際シンポジウムを 2回開催した。ま
さに，「北陸地方は屋根のない雷の実験室」で，東京大学
と北陸電力（雷の共同研究），名古屋大学（ロケット誘
雷），電力中央研究所，小松基地の航空自衛隊，阪大な
ど，いろいろな組織の研究者が北陸地方に集まり，何年か
冬季雷の観測を続け，共同観測の良い例となった。こうし
た雷に関する共同研究は，産学の利害が一致してうまく行
った良い例と考えておられる。
（２）100 万 V送電
　100 万 V送電プロジェクトには，試験電圧と絶縁レベル
のテーマで貢献した。産学で構成した委員会で，交流長時
間試験を検討した。従来の，運転電圧よりかなり高い電圧
を短時間かける方式よりも，長時間低い電圧をかけて試験
する方が合理的という結論を，内外のデータを勘案して導
いた。また電力システムに発生するサージ電圧の精緻な解
析結果にもとづき，信頼性を低下させずに絶縁レベルを下
げられることを提言した。
（３）国際大電力システム会議（CIGRE）での活動
　1980 年代には絶縁協調部門の日本代表としてCIGRE で
活動したが，この時期が，まさに日本では高性能避雷器が
高電圧化し，前述の絶縁合理化があって 100 万 V送電プ
ロジェクトが前面に出て行き，日本がこれらの技術の発信

源となっていた時代である。世界の日本を見る目が違って
きたことを実感した時代でもある。それより前は，
CIGRE への日本からの参加者は「遠来のお客様，よくい
らっしゃいました」というようにお客様扱いで，情報だけ
もらって帰ってくることが多かったが，今ではむしろ日本
が世界をリードしている。特に，1987 年に日本で開催し
た絶縁協調に関する CIGRE コロキウムは，日本の電力技
術を世界に理解させる大きなきっかけとなり，日本を見る
目が全く変わったと感じておられる。
2.4　将来の展望とまとめ
　高電圧工学と電力工学は成熟した技術なので，それらの
発展性を悲観的に考えた時期があった由だが，100 万 V送
電やスマートグリッドなど，今後もいろいろな発展の余地
があり，東京大学退官前後から尽力した電気設備学会の立
ち上げ，芝浦工業大学における日本初の電気設備工学科設
立という関わりを持つ電気設備工学も加えて，今後大いに
発展することを，現在は確信しておられる。
　自分のあり方の柱は，中学生の苦しい時期に身に着いた
ハングリー精神と思っておられる由。
　大学人として，学界，協会，産業界などと共同で研究を
することが多かった。そうした中で，東京大学電気工学科
教官会議室の額にあった「以和為貴（和をもって貴しとな
す）」を実感しており，考え方の基本としておられるそう
である。「以和為貴」とは，徹底的に議論をして，その結
果決まったことは皆で協力して進めて行くということと解
釈されている。
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